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この情報は、2010年Willis Pumphrey博士（口腔外科医）が発表されたデモンストレーションを元に作
成しています。一般的なガイドとして役立てていただくことを意図するもので、IPRの実施に関する包
括的な手順書ではありません。通常どおり、医師は自らの最善の判断に基づく必要があります。

IPRはinterproximal 
reduction（隣接面の削合）
を意味します。これは治療中
に必要な歯の動きが得られる
よう、2歯間にきわめて小さ
なスペースを作る処置です。

IPRのABC

舌、口唇および頬を避けます（Avoid）。患者の軟組織をミラーやチークリトラクターで保護します。

指で支えて手を固定します（Brace）。ハンドピースを安定させディスクを一直線に揃えるために、
指で支えます。それから、ハンドピースをコンタクト領域と一直線に揃えます。ハンドピースを使用
して歯肉を白くします。

ワックスなしのデンタルフロスがコンタクトを完全に通過するか確認します（Check）。

IPRトラッキングチャートを用いて実施したIPRの記録を取ります。

必要な器具

ダイヤモンドストリップ IPRゲージ

バーズ

ダイヤモンドディスク

中粒
0.3mm

0.2mm

0.1mm

細粒

極細グリット

コーティング
された底面

両面コーティング コーティング
された上面
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あらゆる手順の前に治療計画を確認します

前歯に対する0.1 mm · ミディアムダイヤモンドストリップ
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Place engagers

3
18

19

20

21
22

23
2425

26
27

28

29

30

31

2

3

4

5

6
7

8 9
10

11

12

13

14

15

18

19

20

21
22

23
2425

26
27

28

29

30

31

2

3

4

5

6
7

8 9
10

11

12

13

14

155

Verify closed contact Verify closed contact

Place engagers

7

18

19

20

21
22

23 24 25
26

27

28

29

30

31

2

3

4

5

6
7

89
10

11

12

13

14

15

18

19

20

21
22

23
24 25

26
27

28

29

30

31

2

3

4

5

6
7

89
10

11

12

13

14

15

911
102138 · Unlimited · February 9, 2015

Elizabeth
Lemon

Wear each step for 3 weeks. See treatment setup for details · Manufactured by ClearCorrect, LLC · (888) 331-3323
REF-01 clear aligners · REF-02 engager template instructions available at support.clearcorrect.com
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アライナーの箱に入っている治療計画をご確認
ください。これには、各ステップのIPRの量と位
置が歯式図上に示されており、下にそれぞれ赤
色で記載されています。

IPRを実施する際に記録を取ります。削合した歯
および量を記録します。

ダイヤモンドストリップを半分に切断します。1回の処置には
ストリップの1/2のみ必要です。

ストリップをひっくり返し、再度この動作を約8～12回行いま
す。この領域を水洗します。

正確なスペース量を確認するため、0.1 mmゲージを手に持ち
2歯間に入れます。ゲージが歯間に適合しない場合、望ましい
結果が得られるまで引き続き歯間面を削合します。

歯間の隣接面でストリップをのこぎりのように前後に静かに
動かします。おおよそ8～12回行いますが、最終的には患者に
よって決まります。
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以下の間の非接触を確認します
21•20 · 28•29 

IPRを実行します
 21•22 (0.3mm) · 28•29 (0.3mm)

エンゲージを配置する
 11 · 12 · 21 · 22 · 28

IPRを実行します
 26•27 (0.1mm)
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ディスクをコンタクト領域に平行にまっすぐ配置します。

コンタクトの通過を確実にするため、必要な場合、フロスを
使用します。また、ディスクで残った鋭角の角や粗い表面を
削るため、ダイヤモンドストリップを使用することもできま
す。

患者の口唇と頬を切らないよう、歯科助手に押さえてもらい
ます。歯科助手にミラーまたはリトラクターで舌を押さえて
もらいます。処置中ディスクが前歯にぶつからないよう、必
要な場合ドリルのネックを延ばします。

領域を水洗した後、正確なスペース量を確認するた
め、0.2 mmゲージを手に持ち2歯間に入れます。

ディスクをコンタクト領域に平行にまっすぐ配置します。ド
リルをONにして、コンタクト領域に沿って頬側から舌側に
ディスクを動かします。歯間乳頭の高さで、またはコンタク
トを通過した感じがしたら止まります。

ドリルをONにして、コンタクト領域に沿ってディスクを動か
します。歯間乳頭の高さで、またはコンタクトを通過した感
じがしたら止まります。

前歯に対する0.2 mm · 片面ダイヤモンドディスク

後方歯に対する0.2 mm · 片面ダイヤモンドディスク
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IPRを実行する方法

コンタクトの通過を確実にするため、必要な場合、フロスを
使用します。また、ディスクで残った鋭角の角や粗い表面を
削るため、ダイヤモンドストリップを使用することもできま
す。

患者の口唇と頬を切らないよう、歯科助手に押さえてもらい
ます。歯科助手にミラーまたはリトラクターで舌を押さえて
もらいます。処置中ディスクが前歯にぶつからないよう、必
要な場合ドリルのネックを延ばします。

水洗した後、正確なスペース量を確認するため、0.3 mmゲー
ジを使用します。

ディスクをコンタクト領域に平行にまっすぐ配置します。ド
リルをONにして、コンタクト領域に沿って頬側から舌側に
ディスクを動かします。歯間乳頭の高さで、またはコンタク
トを通過した感じがしたら止まります。

正確なスペース量を確認するため、0.2 mmゲージを手に持ち
2歯間に入れます。

後方歯に対する0.3 mm · 両面ダイヤモンドディスク
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